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＜開会挨拶・報告＞ 

関山護・日本ウズベキスタン経済委員会会長／丸紅㈱副会長 

開会挨拶・報告 

おはようございます。日本ウズベキスタン経済委員会会長の関山でございます。 

第 12 回日本ウズベキスタン経済合同会議の開会に当たり、日本ウズベキスタン経済委員会を

代表し、ご挨拶をさせていただきます。  

尊敬するアジモフ・ウズベキスタン第一副首相兼財務大臣、ウズベキスタン日本経済委員会会

長閣下、ウズベキスタン政府代表の皆様、トゥルスノフ特命全権大使閣下、加藤駐ウズベキスタ

ン共和国日本国特命全権大使閣下、山崎財務省財務官、赤石経済産業省審議官、武藤外務省欧州

局参事官、ならびにご来賓、ご列席の皆様。 

新しい年を迎え、心が改まった良き日に、アジモフ第一副首相閣下をはじめとするウズベキス

タン共和国代表団をお迎えし、第 12 回合同会議を開催できることを心よりお喜び申し上げます。 

2015 年は、第２次世界大戦の終結から 70 年になります。十二支では、８番目の羊年にあたり

ます。羊は古来より人との繋がりが深い動物とされ、善良で、群れをなして暮らすことから、家

族がいつまでも平和で暮らすことを意味しています。今日世界各地において自然災害や病気、そ

して紛争、暴力が広がっております。年頭にあたり、貴国と我が国、そして世界中に、平和と繁

栄がもたらされる一年となりますことを祈念いたします。 

本日の合同会議には、日本側からは日本ウズベキスタン経済委員会のメンバーをはじめ、貴国

との経済交流に関心のある民間企業の代表が多数参加しております。また日本政府および関係機

関からは経済産業省、外務省、財務省、JETRO、JBIC、JICA、JOGMEC の代表の方々にも参加

いただいております。日本側の関心の高さを反映し、日本側出席者は、155 名となっております。 

ウズベキスタンからは、アジモフ第一副首相兼財務大臣閣下をはじめとし、トゥリャガノフ・

対外経済関係・投資・貿易省次官、そして後ほどご報告いただく、ミルザヒドフ・国家通信・情

報化・通信技術委員会議長、ファイズライェフ・ウズベクネフチェガス総裁、バシドフ・ウズベ

クエネルゴ総裁を含めまして総勢 16 名に参加いただいております。

このように第 12 回合同会議は日ウ双方合わせて 170 名が参加する、かつてない規模になりま

した。まさに日本とウズベキスタン両国の経済発展に双方が大きな関心を寄せている証拠だと思

います。 

わが国においては、昨年末に行われた総選挙において、自公連立政権が高い支持を得て、安倍

政権の基盤がさらに安定しました。安倍首相は、三本の矢からなる経済政策「アベノミクス」を

主導しております。すなわち、大胆な金融政策、財政政策、民間投資を喚起する成長戦略の三つ

の政策ですが、これにより日本は長期にわたるデフレ経済からの脱却を図っております。構造改

革とそれによる持続的な成長にも期待が高まっているところです。 

貴国におかれましては、保健、住宅等社会分野の整備による国民生活の向上、鉱工業の発展、

観光業促進のための交通網整備等、国家によるプログラムが実施されていると伺っております。
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豊富な地下資源と発展プログラムの実施により、2013 年には 8.1%の経済成長率を示し、2014 年

も同様に７%から８%の高い経済成長を持続しております。 

貴国と日本との貿易実績ですが、2013 年が２億 2,300 万ドル、2014 年の１月から 10 月までの

速報で、前年同期比 95%となっており、通年では２億ドル台となり、金額的には安定しておりま

す。しかしながら、貴国の高い経済成長率と高い技術力、イノベーションを背景に海外の高い成

長力を取り込み、日本の成長に繋げようとするアベノミクスを考慮すると、両国の経済交流はも

っと活性化されるべきであると思います。 

このような状況の中、昨年８月に、当時の茂木経済産業大臣が貴国を訪問した際に行われた、

アジモフ第一副首相閣下、ガニエフ対外経済関係・投資・貿易大臣との会談において、両国間の

貿易・投資の促進と電力分野の協力拡大について話し合われました。私自身も大臣に同行させて

いただき、会談に同席する機会を得ました。 

昨年 11 月には貴国の電力セクタープロジェクトに対して、総額 868 億 3,900 万を限度とする

円借款に関する書簡の交換という成果に結びつきました。今後は、投資の促進も視野に入れて、

さらに経済成長に寄与できることを期待しております。 

また電力分野のみならず、自動車製造、情報通信技術、医療等の分野においても、日本企業は

活発に活動しております。なお、後ほど、これらの分野に関する両国の署名がなされる予定であ

ります。 

このように様々な分野において、日本とウズベキスタンの協力により、さらに両国間のビジネ

スが拡大することを期待しております。

今回の会合同議は、こうしたプロジェクトやビジネスを進めるとともに、両国間のパートナー

シップをさらに強化・発展させる重要な機会であると考えております。

多くの日本企業が参加できるビジネス案件を形成するために、積極的に情報共有を行い、活気

ある、意義のあるものとなることを祈念して、私の挨拶とさせていただきます。ご清聴ありがと

うございました。 
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アジモフ・ウズベキスタン日本経済委員会会長／第一副首相兼財務大臣

開会挨拶・報告 

関山会長、わが国に対する温かいお言葉に感謝申し上げます。尊敬するご列席の皆様、日本企

業および関係機関の皆様、ウズベキスタン政府を代表し、心よりご挨拶申し上げます。 

本日このような形での第 12 回日本ウズベキスタン経済合同会議の開催、日本の皆様の温かい

おもてなし、そして素晴らしい運営に感謝申し上げたいと思います。 

日本との関係ですが、2002 年に戦略的パートナーシップが確立され、長年にわたる友好関係、

実り多い互恵的協力は、お互いに対する敬意と信頼に基づいたものであると認識しております。

2011 年２月のカリモフ大統領の日本訪問の際、両国間で総額 30 億ドル規模の様々な共同プロジ

ェクトに関する文書が調印されました。それから４年が経ち、私達は、合意事項を実現するため、

非常に大きな仕事をして参りました。そしてその協力関係は、日本経済の着実な発展にも寄与し

ているものと思っております。日本企業は、様々な産業において、世界的にリーダーの地位を保

っておられます。 

現在、安倍総理大臣の下、日本においては「三本の矢」という経済改革のための様々な措置が

行われています。先般の総選挙では、その路線が正しいと国民が支持いたしました。日本とウズ

ベキスタンの間には、大きなポテンシャルがあると思います。互恵の経済関係をさらに拡大しよ

うと、わが国は非常に大きな関心を持っております。今回の訪日日程には安倍総理大臣との会見

が予定されております。その会見において、わが国のカリモフ大統領の親書をお渡しする予定で

す。親書には、安倍総理大臣に是非ウズベキスタンを訪問していただきたいということが書かれ

ております。この合同会議の内容も、安倍総理に報告させていただく予定です。 

さて、前回の第 11 回合同会議から２年が経ちましたが、その間ウズベキスタンの経済がどの

ように発展してきたか、今後どのように発展していくかについてお話したいと思います。ウズベ

キスタンの人口は 3,020 万人で、中央アジアにはカザフスタン、ウズベキスタン、キルギスタン、

トルクメニスタン、タジキスタンの５つの国がございますが、その人口の約半分をウズベキスタ

ンが占めております。石油、天然ガス、金、ウラン、モリブデン、鉛、亜鉛、レアアース、レア

メタル等多くの天然資源や、綿花、絹等をはじめとする豊富な農産物が収穫されます。また、ウ

ズベキスタンの人口の半分は若者で、12 年間の義務教育を経て、２つの職を身に付けることに

なっており、２ヵ国語の習得が行われています。2000 年代に入り、構造改革という着実な政策

を行っております。その柱は、マクロ経済の安定化を確実なものにする、全ての産業分野におい

て構造的な変革と近代化を行い、ハイテクを導入する、私的所有を着実なものにし、民間企業の

発展・成立を促進するというものです。また、インフラ整備、ITC、鉄道や道路、輸送、技術等

を着実に建設していくということです。このような戦略が着実に実行されており、その結果、直

近 10 年間は６年間が世界的な金融危機にも関わらず、ウズベキスタンの経済は毎年平均８%の

成長を遂げております。これは世界でも有数の経済発展指数であります。 

ウズベキスタンの国内債務はゼロで、これは日本の皆様にはとても興味深い数字であると思い

ます。1990 年代にあった国内債務は、償還いたしました。一方、対外債務は GDP の 15%です。

世界銀行の評価によりますと、控えめな数字であるということです。現在まで、１ドルたりとも
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返済の遅延はございません。 

わが国の発展は、カリモフ大統領が提唱するウズベクモデルがコンセプトとなっており、５つ

の原則があります。何よりもまず経済が政治に優先すること、法の支配、国家が改革者であるこ

と、段階を追った漸進的な改革を行うこと、社会政策を着実に行うこと、つまり、一歩ずつ段階

を追ってということになります。構造改革の結果、ウズベキスタンではそれまでない新たな産業

分野が成立しました。自動車工業、石油化学、石油ガス、機械製造、建設資材、医薬品、家電製

造等です。ソビエト時代をご記憶の方々はお分かりになると思いますが、当時のウズベキスタン

は、綿花を製造し、原綿の輸出をして、食べていけば良いと言われておりました。だからこそ強

調したいのですが、ソビエト時代とは全く異なる姿となりました。独立以降、わが国の輸出は

30 倍の伸びを示しました。1990 年代の輸出の半分は綿花と綿繊維でしたが、現在、綿繊維の輸

出は全体の 10%に過ぎず、約 70%は、完成品と半製品です。 

投資プロジェクトの実現のため、技術的パートナーを選ぶにあたり、トップ企業を選んでおり

ます。例えば、アメリカのゼネラルモーターズ、ボーイング、ハネウェル、コカコーラ、ケース

ニューホランド、ドイツの企業としてはクナウフ、レムケンなどがあります。また、スイスのネ

スレ、スペインのマクサム、韓国のヒュンダイ、サムスン、LG、ロッテケミカル、中国のファ

ーウェイ、CNPC、シティック、マレーシアのペトロナスといった企業と協力しています。日本

企業は、三井物産、いすゞ自動車、伊藤忠商事、三菱商事、日立、丸紅、住友、JOGMEC、NEDO

企業です。これら日本企業の皆様は、ウズベキスタンにおける構造改革に参画して下さっており、

例えばブハラ製油所の建設、シュルタンのガス化学工場建設、紡績の近代化、タシグザール－ク

ムクルガンの鉄道建設の電化にも参加いただいております。何よりも、日本はハイテクの国であ

りますので、同分野での協力を望んでいます。またファイナンスも重要な分野です。カリモフ大

統領曰く、まずハイテク分野で何かをするのであれば、まず日本企業に話をするべきだと言われ

ております。本日の合同会議では、石油、ガス化学、機械製造、電気、紡績、冶金、家電、観光、

インフラ整備の分野での投資プロジェクトを提示します。工業の近代化に関する新しいプログラ

ムを採択いたしました。約 900 の新しい投資プロジェクトが含まれており、金額にして 380 億ド

ル以上のものです。是非とも日本の皆さんに参加して頂きたいと思います。

昨年、長期にわたる戦略的プログラムとして、電力におけるジュピターイニシアチブが実行さ

れました。これはウズベキスタンのガスタービンなどの電力分野を日本の技術をもって近代化す

るプログラムです。三菱や日立と協力して行います。12 の発電ブロックでは、新敷あるいは既

存のものを完全に近代化するということになっており、日本の先進的な企業と協力したいと思っ

ております。この分野だけで、100 億ドル規模のものであります。 

さて、自動車工業では、伊藤忠商事といすゞ自動車とパートナーシップを進めております。サ

マルカンドのサムオートでは、いすゞのバス、トラックの製造を行っております。また、JOGMEC

との協力も大変重要です。石油ガス、ウラン、レアメタル、レアアースの地質探査について、昨

日 JOGMEC と協定を締結いたしました。石油ガス分野における新しいプロジェクトに関するも

のです。通信分野では、日本の NEC、小川精機と協力しています。テレビのデジタル化や通信

回線の近代化で、約 100 億規模のものです。国土の 100%のテレビをデジタル化することになっ

ており、旧ソ連の国家としては初の試みです。また、ウズベキスタンのナヴォイ州におけるアン
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モニア、尿素の製造に関して、三菱重工業とも協力しています。実は昨日の深夜まで話し合いを

しておりまして、本日調印を行うことになっております。我々はムバレク・ガス化学工場、そし

てブハラ製油所の第２フェーズの建設を控えておりますので、是非とも日本の先進的な企業と協

力をしたいと考えております。 

さて、両国の２つ目の大きな協力である投資についてお話したいと思います。投資分野での協

力というのは、両国関係の中で特に重要な位置を占めております。JICA との協力は、金額にし

て 24 億ドルにのぼります。これは、本日総裁が参加しておりますウズベキスタン復興開発基金、

ここは 250 億ドルの資金を持っておりますが、JICA が参加した 24 億ドルのプロジェクトにも、

同復興開発基金が 10 億円出資いたしました。また日本の JBIC との協力も、高く評価しておりま

す。現在、25 億ドル相当の提案をしており、今後文書での調印を待つという状況です。日本企

業からの投資もお待ちしております。わが国で、近代的なハイテク製品を製造し、輸出をしてい

くということになります。国家の安定性、電力の基本料金、必要な原材料、スキルの高い労働力

という点において、ウズベキスタンはこの地域でトップの地位を占めております。ウズベキスタ

ンで製造をするということは、順調な成長を続ける人口 6,000 万人を有する中央アジアへのアク

セスを得ることに加え、人口３億人の CIS 諸国へのアクセスを可能にします。

尊敬する参加者の皆様、またわが国が独立後すぐに、積極的に我が国と協力をして下さった皆

様にお礼を申し上げたいと思います。この 23 年間、日本では度々政権の交代がございました。

90 年には羽田前首相、その後小渕首相、森首相、そして小泉首相、麻生首相と変わり現在は安

倍首相ですが、歴代総理の元で、日本は協力を続けて下さいました。そして財務省、外務省、経

済産業省、JICA、JBIC、JOGMEC 等との協力も、大変重要であります。日本企業の皆様、ウズ

ベキスタンで仕事をして下さる日本の皆様に、今後におけるますますの協力拡大をお約束したい

と思います。両国間の協力ですが、経済分野での充実した協力というのは、何よりもまず人と人

との協力によって成り立つものです。ウズベキスタンが独立してすぐ、私どもに協力してくださ

った人々にいつもに感謝の気持ちを抱いております。 

現在、わが国と日本との協力は新しい段階に入ったと思います。今後両国の国益が完全な形で

保証され、また両国のプライオリティを明確にできると思います。電力や土地改良を含めた様々

な分野についての両国の対話が素晴らしい形で発展していく、そして大規模なプロジェクトが調

印される時期にきております。日本のパートナーにも高い利益をもたらすであろう、新しい時代

の訪れを歓迎したいと思います。ご静聴ありがとうございました。 
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＜来賓挨拶＞ 

山崎達雄・財務省財務官 

来賓挨拶 

アジモフ・ウズベキスタン日本経済委員会会長、関山・日本ウズベキスタン経済委員会会長、

ご列席の皆様。 

第 12 回日本・ウズベキスタン経済合同会議の開催をお祝い申し上げます。また、ウズベキス

タンからお越しの皆様を心から歓迎致します。麻生太郎副総理は、本日、国会に出席しているた

め、アジモフ第一副首相とは別途会談の場を設けることとなっており、この場は私からご挨拶さ

せて頂きます。 

ウズベキスタンと日本は、1991 年のウズベキスタン独立以前から深い関係にありました。第

二次世界大戦後、日本人がタシュケントに建設し 1947 年に完成した堅牢なナボイ劇場は、1966

年の大地震でも倒壊しなかったことは、日本人の勤勉さの象徴としてウズベキスタンの方々に語

られているエピソードであり、皆様もよくご存じでしょう。 

1991 年のウズベキスタン独立以降、日本は一貫してウズベキスタンの人材育成・インフラ整

備といった国づくりを支援し、人的関係も築いています。 

ウズベキスタンは独立当初からウズベク・モデルと呼ばれる漸進的な改革路線を採用していま

す。綿花栽培や天然資源の採掘がウズベキスタンの伝統的な産業ですが、ウズベク・モデルの一

例として、自動車産業も育ちつつあります。こういった産業政策が実を結んだこともあり、ウズ

ベキスタン経済は８%台の高成長が続いています。ウズベキスタンの GDP の５%を占める経常

収支は黒字基調ですし、外貨準備も潤沢で、財政状況も黒字という文句のつけようのない経済状

況であると聞きます。 

このようなウズベキスタンの経済成長を更に後押しすべく、日本は発電所整備を中心に空港や

通信網など幅広いインフラ分野での支援を行ってきました。最近の例では、通称「ジュピター」

という電力セクター向け大型円借款を昨年 11 月に調印しています。この資金は主に、コンバイ

ンド・サイクルという高効率ガス火力発電所の新規建設に充てられ、電力不足が進むウズベキス

タン国民の生活水準の向上を支援するものです。

これに加え、今後、アムブハラにおいてウズベキスタン最大規模の灌漑施設を改修する事業や、

地上デジタル放送導入事業なども日本の支援が進んでいきます。 

ウズベキスタンの方々には、日本製品や日本の技術力が高く評価されており、日本の支援は、

ライフ・サイクル・コストが安く、現地への技術移転を伴い、現地雇用も生み出す、価値ある支

援であることもウズベキスタンの方々には理解して頂いております。ウズベキスタンを含めアジ

アには膨大なインフラ・ニーズがあり、日本はアジア開発銀行とも連携して、これらインフラ・

ニーズに応えていく所存です。

今日、この会場にお越しのウズベキスタン進出にご関心のある企業の方々には、この会議を通

じて、ウズベキスタンとの交流を深め、ビジネスチャンスにつなげて頂きたいと思います。 
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また、ウズベキスタンは、古くはアジア・欧州をつなぐシルクロードの要衝でもあり、歴史・

文化・観光の面でも今後ますます注目を集める国となるでしょう。そのような視点からもウズベ

キスタンの魅力を再発見して頂きたいと思います。

本日の会議により、日本とウズベキスタンの関係が今後さらに深まることを祈念して、私のご

挨拶と代えさせて頂きます。 
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赤石浩一・経済産業省審議官（通商政策局担当） 

来賓挨拶 

ただいまご紹介いただきました経済産業省大臣官房審議官の赤石でございます。本日の第 12

回日本ウズベキスタン経済合同会議の開催にあたり、経済産業省を代表して一言御挨拶を申し上

げます。 

はじめに、本会議の開催にあたりウズベキスタン日本経済委員会会長であるアジモフ第一副首

相兼財務大臣を始めとするウズベキスタン日本経済委員会の皆様、そして、関山会長をはじめと

する日本ウズベキスタン経済委員会の皆様には、ビジネスの促進を通じた両国間の経済関係の強

化に、ひとかたならぬご尽力いただいていることに深く敬意を表します。 

経済界が主体となった本会議が 1994 年から長期にわたり続けられ、今回 12 回目の開催を迎え

ることは、我が国とウズベキスタンの間の経済関係の重要性を示すものであり、これまでの皆様

のご努力に深く感謝申し上げます。 

わが国とウズベキスタンとの経済関係は、着実に進展しております。昨年は、５月の麻生副総

理の訪問に続き、８月には茂木経済産業大臣が関山会長をはじめとするビジネス・ミッションと

ともにタシケントを訪問し、カリモフ大統領、アジモフ第一副首相兼財務大臣、ガニエフ対外経

済関係・投資・貿易大臣と会談し、両国の経済関係を更に進めていくことを確認いたしました。 

ウズベキスタンは、天然ガス、ウラン、金など天然資源を豊富に有しています。このような天

然資源分野での協力に加え、大規模ガスタービン、コージェネレーション、灌漑設備などを通じ

て、日本の技術はウズベキスタンのインフラ整備に貢献してきております。また、既に 10 年近

くになるバス・トラックの製造事業に加え、情報通信といった新しい分野に協力の範囲が拡大し

てきていることは大変良いことだと思います。 

ウズベキスタンには、親日的な方々が多く、日本の技術への高い信頼があり、また、勤勉な国

民性を有していると伺っており、先程副首相がおっしゃったような様々な改革を通じて、今後の

日本企業の更なる進出につながることを期待しております。 

経済産業省といたしましても、我が国とウズベキスタンの間の経済関係の強化に、より一層努

めていきたいと考えております。 

日本・ウズベキスタン両国が更に友好を深め、経済関係を強化していくため、本日の第 12 回

経済合同会議が実り多いものとなることを祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。 
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武藤顕・外務省欧州局参事官（大使） 

来賓挨拶  

おはようございます。アジモフ・ウズベキスタン日本経済委員会会長、関山・日本ウズベキス

タン経済委員会会長、ご列席の皆様。

本日、ここに第 12 回日本・ウズベキスタン経済合同会議が開催されることをお祝い申し上げ

るとともに、ウズベキスタン代表団の皆様の訪日を心から歓迎致します。また、日本とウズベキ

スタン両国の友好及び経済関係強化のために長年尽力してこられたアジモフ会長，並びに本日の

会議を開催するため尽力された関山会長を始めとする関係各位に敬意と感謝の意を表明いたし

ます。 

中央アジアの中心に位置し，地域最大の人口を擁するウズベキスタンは、中央アジア地域全体

の安定と繁栄にとって極めて重要な国です。またウズベキスタンは、我が国と遠く離れているに

も関わらず、大変な親日的な国としても知られるようになりました。我が国は、複雑な国際環境

の中にあっても安定と発展に向けて着実に歩みを進めるウズベキスタンの努力を一貫して支持

してきております。 

昨年 11 月に交換公文への署名に至った円借款案件「電力セクター・プロジェクト・ローン」

や今回署名の運びとなった「アムブハラ灌漑施設改修計画」は，日本とウズベキスタンの友好の

証であり、ウズベキスタンにおけるエネルギーの安定供給並びに農業生産力の向上に資すること

を期待しています。 

日本・ウズベキスタンの政府関係は、昨年大きく進展いたしました。１月に上川総務副大臣、

５月に麻生副総理、８月に茂木経済産業大臣、11 月に薗浦外務大臣政務官が相次いでウズベキ

スタンを訪問し、７月にはキルギスで岸田外相大臣が外相会談を行い、政務におけるそれぞれの

立場でウズベキスタン都の関係強化について話し合いがなされました。また私自身も来月ウズベ

キスタンを訪問し、政府協議を行う予定であり、両国関係の関係強化のために尽力したいと考え

ております。これからの課題は、政府のみならず、ビジネス面での関係をいかに拡大させていく

か、という点でございます。天然資源に恵まれ，豊富な人材を有するウズベキスタンの潜在性に

ついて繰り返す必要はございません。外務省といたしましても、引き続き日本企業のウズベキス

タンでの活動を全面的に支援してまいりますし、投資環境改善に向けた語りかけも粘り強く行っ

ていく考えです。 

最後になりましたが、本日の会議が、両国経済関係の一層の発展につながることを祈念し、挨

拶とさせていただきます。 
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＜プレゼンテーション＞ 

クドラトフ・ウズインフォインベスト総裁

報告「ウズベキスタン共和国の経済・投資ポテンシャル」 

尊敬するご出席の皆様に心よりご挨拶申し上げます。投資環境と投資協力の有望分野について

皆様にご紹介させていただきます。 

ウズベキスタン政府は、独立直後より最先端技術の導入と海外投資誘致の方針をとってまいり

ました。独立以降、良好なビジネス環境が作られ、海外投資家のための特権や、外資による企業

活動の促進等を目的とした法律や法令が採択されてきました。 

政府の総合的な対策により、ウズベキスタンではマクロ経済が安定した成長を見せており、各

分野において大きな発展が見られます。GDP に占める工業の割合ですが、2000 年の 14.2%に比

べ、現在は約 30%となっております。農業は変わらず高い成長率を保っていますが、GDP に占

める割合は減少傾向にあり、2000 年の 30%から、2014 年は 17%となっています。これは、農業

国から近代的な産業国家へと進歩的な改革がなされ、大きな構造改革が行われていることを示し

ています。サービス業は、ウズベキスタン経済の安定した発展において重要な役割を果たしてい

ます。サービス業の規模は昨年 15.7%拡大し、GDP に占める割合は 2000 年の 37%から 54%まで

増加しました。現在、サービス分野においてウズベキスタンは先進国の水準に近づきつつあると

申し上げることが出来るだけの根拠が揃っております。 

ウズベキスタン経済が安定している重要な要因の一つとなっているのは、対外負債の少なさで

す。2014 年のウズベキスタンにおける投資額は、140 億ドルでした。昨年の投資総額は 2013 年

より 10.9%増加しました。Co-Business や企業活動の大きな成長は、ウズベキスタン経済の進歩的

な変化を明瞭に物語っています。GDP に占める中小ビジネスの割合は、2000 年が 31%だったの

に対し、2014 年には 56%に達しました。現在、中小企業が生産する製品の規模全体に占める割

合は 31%で、サービス業に占める割合はほぼ 100%、輸出に占める割合は 20%、雇用に占める割

合は 76.5%となっています。これは Co-Business がウズベキスタン経済の安定した発展や雇用の

創出、国民の福祉保障の分野で大きな役割を果たしていることを示しています。近年、技術環境

の向上を目的としてビジネスを行うための約 160 の許可手続きと 19 種の商業活動に関するライ

センス取得のための申請が開始されました。また独立以降、税負担が３分の１以上軽減されまし

た。実施されている対策と改革によるウズベキスタンはこの２年半で世界銀行が発表している

「Doing Business」のランキングで 30 の項目で順位を上げることができました。その他の研究機

関より、高い経済成長や銀行システムの安定性と信頼性、法秩序と安全に対して高い評価を得て

います。 

ウズベキスタンの最も優れた点は、他国へのエネルギー依存のない、世界でも数少ない国のひ

とつであることです。国内には多様な鉱物や天然資源が埋蔵されており、天然ガス、石油、石炭、

ウランの埋蔵量では世界で 10 位以内に入っています。生産される電力の価格は、先進国におい

て平均価格よりも４分の１安くなっています。 
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ウズベキスタン経済は、中央アジア経済の中でもより多角化された経済です。中央アジアで唯

一最新の自動車やトラック、ミニトラクター、コンバインなど高品質の工業機械など幅広い品目

を生産しております。また、化学製品や繊維製品、食品、建設資材、電化製品などの巨大生産国

となっています。 

その他の魅力としては、国際的な教育水準に適った人的・知的潜在力があるということです。

ウズベキスタンにはイギリスのウエストミンスター大学やシンガポール経営開発大学、イタリア

のトリノ工業大学などヨーロッパやアジアの有名大学の分校があります。 

地理および巨大市場への近さは海外投資家にとって魅力的だと言えるでしょう。ウズベキスタ

ンは 3,000 万人以上の中央アジア最大の消費市場であり、その人口は中央アジアの約半分にあた

ります。発達した交通インフラのおかげでウズベキスタンの企業は中央アジア、CIS 諸国、アジ

ア、ヨーロッパといった巨大かつ発展している地域にアクセス可能です。現在、海外投資により

設立された約 5,000 の企業が成功を収め、他の企業の模範となりウズベキスタンの国家的な魅力

や良好な投資環境を評価しています。ウズベキスタンでは、日本の投資により設立された 12 の

企業が事業展開しており、11 の日本企業の駐在事務所があります。 

ここで皆様にナヴォイ市、アングレン市、ジザク市にある経済特区についてお話したいと思い

ます。自由産業経済特区では、直接投資の額に応じて、税の納入義務や輸入する設備・材料の関

税が免除されます。現在、自由産業経済特区ではデジタル機器やモデム、インターネット機器、

携帯電話、省エネルギー系照明器具、自動車部品、ポリマー製品、化粧品などその他多くのハイ

テク製品を製造する企業が設立され成功を収めています。皆様には約 380 億ドルにものぼる約

870 のプロジェクトの発展のための国家プログラムにご注目いただきたいと思います。そのプロ

グラムには食品、石油、ガス、石油化学工業、機械工業、電気工業、節約産業、繊維産業などの

プロジェクトが含まれています。この機会をお借りして、これらのプロジェクトを共に実現する

ために日本企業の皆様にぜひ参加していただきたいと申し上げます。 

尊敬する日本の皆様、ウズベキスタンは日本との相互互恵的なプロジェクトの実現のために日

本の先進技術を誘致に関心がありますことを改めて申し上げたいと思います。お互いの努力によ

り両国の経済パートナーシップが質的に新たな段階に発展することを確信しております。 

ご静聴ありがとうございました。 
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𠮷村宗一・日本貿易振興機構理事 

報告「ウズベキスタンを中心とした中央アジアでのジェトロ事業と日本・ウズベキ

スタンの協力の可能性」

アジモフ第一副首相兼財務大臣閣下、関山・日本ウズベキスタン経済委員会会長ならびにご列

席の皆様。 

ただいまご紹介にあずかりました JETRO 理事の吉村です。私はジェトロで欧州および CIS 諸

国を担当しておりますことから、ジェトロの概要とウズベキスタンでの活動につき報告申し上げ

ます。 

ジェトロは、世界 57 カ国に 75 の、また日本国内に 40 の事務所を置いています。これらのネ

ットワークを活用し、さまざまな方法により海外市場の情報を提供することで、日本企業の海外

展開をサポートしています。ウズベキスタンには 2000 年に、タシケントに事務所を開設いたし

ました。 

地図を見ていただきましたら分かるとおり、タシケントは中央アジアで唯一の事務所です。ジ

ェトロの主な活動の一つは、中小企業をはじめとした、海外市場展開を図る日本企業向けの支援

です。具体的なビジネスマッチングのため、海外から消費財、機械、食品・農水産品のバイヤー

を日本に招聘し、東京のほか日本各地で商談会を開催しています。市場視察や投資可能性を探る

ためのミッションを派遣しています。 

また、日本企業に対する、世界各国の市場やビジネス環境の情報提供も行っています。日本国

内で諸外国の経済状況やビジネス間環境に関するセミナーを開催するほか、ジェトロが持つウェ

ブサイトなど各種媒体を通じて情報提供をしています。 

ここでウズベキスタンの経済状況と日本企業の関心について、ジェトロの立場からお話させて

いただきます。先程アジモフ第一副首相のお話にもあった通り、1991 年の独立以降、ウズベキ

スタンが漸進的な改革を進め、着実に経済発展を遂げてきたのは、よく知られているところです。

2014 年は、ロシアの経済成長鈍化の影響を受け経済成長見通しは下方修正されているようです

が、それでも８%程度の成長見通しであり、引き続き堅実な成長を続けているといってよいでし

ょう。去る昨年 12 月の議会選挙を経、来る３月には大統領選挙が実施されますが、引き続き安

定した政権運営がなされますことを期待したいと思います。 

ウズベキスタンは人口約 3,000 万人と、中央アジア随一の市場規模を有しています。市場規模

の潜在性から、日本企業もウズベキスタンに関心を示しています。ジェトロに寄せられた貿易・

投資相談件数は、CIS 諸国の中ではロシアが一番ですが、ウズベキスタンはそれに次ぐ第２位で

す。日本企業から寄せられた問い合わせには、一般的なビジネス環境、経済状況などのほか、日

本酒や電気楽器の輸出、衣料品生産など具体的な案件の照会もありました。 

このような日本企業の関心の高まりを背景に、ジェトロでは昨年 10 月、ウズベキスタンに、

新興国として注目される中央アジア諸国の消費市場の実情を把握することを目的として、ボリュ

ームゾーン・ビジネス・ミッションを派遣しました。日本企業 10 社が参加し、現地関係機関の

協力も得て、地場系および外資との合弁メーカーへの訪問、市場やスーパーマーケットの視察の

ほか、一般家庭の訪問も行いました。参加企業からは、「外資企業がウズベキスタン市場に参入
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する際の注意点、成功要因について具体的で現実的な話が聞けた」、「外資企業がウズベキスタン

市場に参入する際の製造におけるメリット・デメリットについて理解ができた」などの声が寄せ

られました。情報不足から、ともするとウズベキスタンとのビジネスを敬遠してしまいがちな日

本企業もあろうかと思いますが、これらのミッションを通してウズベキスタン市場の潜在性・可

能性を知ることができたことで、将来の具体的なビジネスの種を蒔く好機となったと期待してい

ます。 

またジェトロは、ウズベキスタン製品の対日輸出の支援もしています。具体的には、日本で毎

年３月に開催されるアジア最大の見本市「フーデックス」にジェトロのブースを設け、ウズベキ

スタンをはじめとする新興国企業の製品を日本のバイヤーに紹介しています。ウズベキスタンか

らはこれまで、蜂蜜やドライフルーツ、綿実油などが出展されました。これら出品物には日本企

業からも関心が示されました。特に蜂蜜は、日本にはない独特の風味が高く評価されたこともあ

り、日本側の関心が高かったとのことです。 

その一方、現在までに具体的な商談に結びついた例は、残念ながら承知しておりません。この

背景には、ウズベキスタン企業との英語でのやり取りがスムーズでないこと、ウズベキスタンか

ら日本までの輸送を行うフォワーダーが見つけにくいことなど、様々な理由があると考えられま

す。これらのウズベキスタンから日本への輸出を阻害する要因の解決は今後の課題となりますが、

ウズベキスタン企業が日本をはじめとした旧ソ連諸国以外との取引に慣れるとともに、日本企業

側もウズベキスタンの実情を知ることで、徐々によくなっていくと期待したいと考えております。 

ジェトロは昨年、ウズベキスタンの情報支援・外国投資促進機関であるウズインフォインベス

トとの間で、包括的な協力に関する覚書に署名しました。覚書には、企業・産業に関する経済情

報の交換を進めていくことを含め、ジェトロとウズインフォインベストの協力の方向性が示され

ています。 

日本企業が海外での活動を検討する際にまず行うことは、各国の経済状況や市場としての可能

性を判断するために必要な情報収集です。最初にも申し上げましたように、日本企業の海外進出

のためジェトロはそのような情報を収集し、日本企業に提供しています。ウズベキスタンに対す

る日本企業の関心をより一層高めるためにも、日本企業がウズベキスタンで事業展開を検討する

うえで必要な情報に、容易にアクセスできる環境整備をお願いしたいと思います。 

日本企業が海外でのビジネスを行う上では、その国の市場規模、自社製品の需要、日本以外の

外国企業がどのように活動しているかを知ることがきわめて重要です。特に、投資をして新たな

ビジネスの展開を考える場合には、これらの情報は不可欠なものです。 

日本とウズベキスタンの経済面での交流の一層の進展のため、日本企業が必要とする情報の一

層の公開をお願いしたいと存じます。幸いにも、ジェトロはタシケントに事務所を置いておりま

す。先に述べましたようなビジネス展開に不可欠な情報共有いただければ、日本企業の貴国への

関心の一層の高まり、具体的なビジネスの進展につながりやすくなるのではないでしょうか。ウ

ズインフォインベストと結びました MOU を活用し、ジェトロしてウズベキスタンのビジネス情

報を日本企業に伝えていきたいと思いますので、ウズベキスタン側のご協力をよろしくお願い申

し上げます。 

私は１年前、プライベートでウズベキスタンに行き、タシケントだけでなくブハラやヒヴァも
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訪れました。地方まで道路等のインフラが整備されていること、暖かくフレンドリーな人々と出

会えたこと等、良い思い出ばかりです。この私が大好きなウズベキスタンと日本との関係がより

強化されるよう、ジェトロとして尽力してまいります。 

ご清聴ありがとうございました。 
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グリャモフ・ウズベキスタン復興開発基金総裁 

報告「ファイナンス協力拡大の展望」 

私の方からは、簡単に私どもの主な活動内容を、投資プロジェクトの分野でお話させていただ

きたいと思います。 

まず申し上げたいのが JICA との関係です。ポートフォリオは 24 億ドルを超えており、輸送や

教育等様々な分野におけるプロジェクトに投資していただいております。サマルカンド、ブハラ、

またウルゲンチ空港の近代化や、学校の近代化等の事業もございました。先程もお話がありまし

たように、ジュピターイニシアチブという発電所に関する新しいプロジェクトがございますが、

様々な投資がなされております。アムブハラ灌漑システム事業や鉄道電化事業等など非常に重要

なプロジェクトとなっており、今後の国づくりにおいて大きな意味を持っております。 

JBIC との協力ですが、プロジェクト総額は 15 億ドルで、うち JBIC の融資のシェアとしては

７億 5,000 万ドル以上となっております。具体的なプロジェクトとしては、ブハラ石油精製プラ

ントやシュルタン・ガス化学コンプレックス等の建設がありました。そして、総額 38 億ドルを

超える新規投資プロジェクトとして、JBIC より 14 億ドルを超える支援に関する覚書が調印され

ました。 

また、2006 年大統領によって設立された復興開発基金の課題ですが、持続可能な成長への貢

献、産業開発、エネルギー効率の高い先進的な技術の導入が挙げられます。具体的には、石油ガ

ス、化学・石油化学、エネルギー・電力、金属・鉱業、運輸・通信、インフラなどの分野がござ

います。 

私どものポートフォリオですが、91 以上のプロジェクトに融資がなされており、現在 56 のプ

ロジェクトが実施中もしくは実施済みとなっており、準備されているプロジェクトが 35 件で、

日本企業の方々にもご参加いただいております。 

プロジェクト事例として、スルギル鉱床におけるウスチュルト・ガス石油化学コンプレックス

建設がございます。これは石油化学分野における最良のプロジェクトであると評価を頂いており

ますフィナンシャルパートナーとして、世界の大きな金融機関にご協力いただいていることを大

変嬉しく思います。 

また、タリマルジャン火力発電所のコンバインド・サイクル発電プラントの導入プロジェクト

がございます。発電所に関しては、日本の設備が導入されることになっており、JICA にもご協

力をいただいております。 

次に、アングレンーパプ鉄道建設プロジェクトについて申し上げますと、同鉄道は 120km に

及び、その途中フェルガナ渓谷、またウズベキスタンの中央部を結ぶカムチック峠を通過する非

常にユニークなトンネルもございます。同プロジェクトのファイナンシャルパートナーとして、

JBIC などがございますが、さらに協力をお願いしたいと思っております。 

基金の主要パートナーですが、JICA、JBIC、世界銀行、アジア開発銀行等がございます。韓

国、アメリカ、中国、スイス、ドイツ、スペイン、日本で言えばいすゞといった企業からの協力

が得られております。近年、世界で金融危機が起こりましたが、ウズベキスタンにおいてはどの

銀行も決して評価を下げることなく、非常に安定した経営状態でありました。私どもの銀行は
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様々な投資プロジェクトに非常に積極的に参加しております。 

最後になりますが、私達の特に投資をめぐる協力関係には安定した融資が求められます。また

ビジネスにおいても、良いオファーがあればきちんとした援助をしていきたいと思っております。

ご静聴ありがとうございました。 
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バシドフ・国営株式会社ウズベクエネルゴ総裁 

「『ジュピター』プログラムの枠内でのエネルギー分野における協力の展望 

について」 

ご列席の皆様にご挨拶申し上げたいと思います。 

ウズベキスタンの電力分野での近代化を目指すプログラム「ジュピター」についてご報告させ

ていただきます。省エネにも非常に重点を置いたプロジェクトでございます。 

ウズベクエネルゴは、54 の企業、機関を傘下に収めております。火力発電所 10 ヵ所、水力発

電所 28 ヵ所、設計事務所４ヵ所、そして建設・修繕・修復にあたる 13 の企業となります。2014

年の生産電力は 5,430 万 MWh でした。パワーグリッドの総延長は 23 万 8,000km、従業員数は５

万 5,000 人です。 

ウズベキスタンの電力ですが、毎年需要が約８%伸びております。2030 年までの計画では、電

力を現状の 5,430 万 MWh から１億 500 万 MWh まで拡大させることになっております。2030 年

までの電力セクター発展予測についてはグラフをご覧ください。 

今後、CCGT ユニット 14 基、ガスタービンユニット４基を設置する計画です。また、環境に

優しい石炭を使ったクリーンな発電所を３ヵ所建設いたします。発水力発電所の近代化、太陽光

発電所６ヵ所の建設を予定しております。  

では、現在進行中の総額 82 億ドルの 40 件のプロジェクトについてお話ししたいと思います。

原子力発電所プロジェクトは７件あり、総額 44 億 6,000 万ドルです。水力発電所プロジェクト

に関しては、10 の件、総額４億 8,000 万ドルです。パワーグリッドプロジェクトは 14 件、総額

24 億 9,000 万ドル、再生可能エネルギープロジェクトは９件、総額７億 7,700 万ドルです。 

ここで、日本との協力の成功例をご紹介したいと思います。まず、ナヴォイ火力発電所での

CCGT の建設です。出力 478MW、年間発電量は、34 億 6,000kWh で三菱重工業との協力による

ものです。 

２つ目は、タシケント熱電併給所内カスタービンコジェネレーションの建設です。出力 27MW

で、年間発電量は２億 2,799kWh です。ファイナンスは、NEDO のグラント、日本のパートナー

は日立製作所と東北電力でした。 

３つ目は、タリマルジャン火力発電所拡張に際する出力 450MW の CCGT ユニット２基の導入

で、その年間発電量は、54 億 kWh です。ファイナンスは ADB、ウズベキスタン復興開発基金、

JICA 日本のパートナーは、三菱重工、富士電機でした。  

さて本年、日本の企業との協力関係は広範囲に及んでおります。ナヴォイ火力発電所近代化プ

ロジェクトです。出力は 450MW 相当、ファイナンスは JICA の３億 5,000 万ドルとウズベキス

タン復興開発基金の１億 5,000万ドルです。本年第２四半期に契約を結ぶ予定になっております。 

次は、トゥラクルガン火力発電所建設プロジェクトです。出力 450MW が２基で、ファイナン

スは JICA が７億ドル、ウズベキスタン復興開発基金が３億ドルです。本年第４四半期において、

EPC コントラクターを選出することになっております。 

続いてタヒアタシ火力発電所における CCGT ユニット２基の建設プロジェクトです。出力 230

～280MW×２基でして、ファイナンスは ADB、ウズベキスタン復興開発基金です。今年の第一

四半期に EPC のコントラクターを選定する予定です。 

他にも、サマルカンド地域における太陽光発電施設の建設がございます。出力は 100MW 相当
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で、ADB から１億ドル以上の融資を受け、ウズベキスタン復興開発基金のファイナンスは１億

ドル以上です。 

また、本年、10 の地域で AEC プロジェクトの導入が計画されております。電力消費メーター

を、500 万ユニット以上設置するプロジェクトで、ファイナンスは、ADB、世界銀行、イスラム

開発銀行となっております。 

以上が電力分野における今後の計画です。ご清聴ありがとうございました。 
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ファイズラエフ・国営ホールディング会社ウズベクネフチェガス総裁

「石油ガス分野における投資プロジェクトの展望」 

ご列席の皆様、議長の皆様、このような場でご挨拶させていただけることを大変嬉しく思いま

す。私の方からは、石油ガス分野に関するご報告をさせていただきたいと思います。 

ウズベキスタンの石油ガス部門は 125 年以上の歴史を持っており、ウズベキスタンは燃料エネ

ルギー資源および石油化学製品の輸出大国のひとつです。国土の 60%以上が炭化水素資源の有望

国土となっております。現在は、247 の炭鉱や油井、ガス田があり、確認埋蔵量（石油換算）と

しては 25 億ｔです。確認されている鉱区の 60%は、独立後に発見されたものです。同分野がい

かに急速に発展しているかお分かり頂けると思います。 

2015 年～2019 年石油ガス分野開発プログラムが策定されており、総額 158 億ドルの 52 の優先

プロジェクトが網羅されております。プロジェクトの実施として、炭化水素生産額を 25%増、ガ

ス化学製品および石油製品の生産額を２倍、機械製品の生産額を 60%以上増という目標が掲げら

れています。 

トランジット石油ガス輸送能力は 1,200 億㎥、輸送先は中央アジア、ロシア、ヨーロッパ、中

国となっております。現在計画中の、トルクメニスタン経由欧州向けガスパイプラインに連携で

きると考えています。ロシア大手企業であるガスプロムやルクオイル、中国の CNPC 、ベトナ

ム企業、その他韓国やイギリス企業など様々な大手企業とのプロジェクトが進められています。

モーターオイルやエンジニアリングセンター、ボイラー生産のプロジェクトが考えられておりま

す。 

ガス化学プロジェクトとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリエステ

ル、スパンデックス、ABS 樹脂、コンパウンドの生産が挙げられます。そして合成液体燃料生

産としてはジェット燃料、ディーゼル燃料、ナフサです。石油加工分野では、ジェット燃料、デ

ィーゼル燃料、モーターオイル、産業オイル、潤滑油などが挙げられます。重要分野としては、

ガス輸送システムの近代化、ガス加工脱硫設備の改修、随伴ガスの利用、ガスパイプラインの排

出削減プロジェクトが挙げられます。 

個別事例を挙げると、まずブハラ製油所の建設ですが、年間生産能力は 250 万ｔで、日揮や丸

紅参画の下、ファイナンスは JBIC が行っております。次に、フェルガナ製油所改修プロジェク

トですが、三井物産、東洋エンジニアリングが参加しております。また、シュルタン・ガス化学

工場建設プロジェクトですが、三井物産、双日ヨーロッパ、東洋エンジニアリング、神戸製鋼、

三菱東京 UFJ 銀行などが協力企業として挙げられます。 

中央アジアで最大規模のプロジェクトと呼ばれているウスチュルトガスケミカルプラント建

設は、スルギルガス田を基盤としたものになりますが、年間 40 万ｔのポリエチレン、10 万ｔの

ポリプロピレンが生産されます。 

今回皆様にご提案したいプロジェクトが複数ございまして、１点目は、ウスチュルトガスケミ

カルプラントで生産されるピロリシス留分を加工する工場の建設プロジェクトです。

また２点目は、天然ガスからのオルフィレン・ポリマーを生産するプロジェクトです。製品と

してはポリエチレン、ポリプロピレン、合成ゴム、スパンデックスなどで、年間生産量は 25 万
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ｔでプロジェクト費用はコスト 29 億ドルです。中央アジアではこのプロジェクトは類を見ない

大規模なものとなっております。潜在市場はウズベキスタン、CIS 諸国、ヨーロッパ諸国が挙げ

られます。 

３点目ですが、ムバレク・ガス化学工場建設がございます。このプロジェクトで年間 40 万ｔ

のポリエチレンを生産することになっており、プロジェクト費用は 25 億ドルです。  

その他、機械製造、石油ガス設備分野が挙げられます。ガスコンプレッサーの生産やサービス

センターの建設では、ガスコンプレッサーの稼動寿命、修理期間を考慮した年間 25 台の潜在需

要がございます。また、トルクメニスタンやカザフスタンも同様のガスコンプレッサーを使用し

ておりますので同プロジェクトでの製品を輸出できます。 

また、CNG 圧縮天然ガスや燃料ステーションの設備製造が挙げられます。2015 年から 2019

年にかけて、ウズベクネフチェガスは 650 の CNG 充填ステーションを建設する予定です。 

その他、自動メーターや計装設備の生産も考えられます。ウズベキスタン市場のみならず隣国

にも輸出可能であると思っています。 

いずれにしろ、私どもは提案を受けましたら喜んで検討させていただきたいと思っており、お

互いが受け入れ可能な状態で実施していきたいと考えております。 
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トゥルムラトフ・国家地質・鉱物資源委員会議長代行

「鉱物資源分野における投資プロジェクトの展望」

私ども国家地質・鉱物資源委員会でございますが、鉱物資源の地質探査およびその活用におけ

る国の政策を実行する国家委員会です。 

ウズベキスタンには、1,700 種類以上の鉱物資源があり、その約半分は独立後発見されたもの

です。８兆ドル相当のポテンシャルがあると見込まれており、埋蔵量はいくつもの鉱物資源にお

いて世界有数の地位を誇っています。例えば金は世界４位、ウランは 12 位、銅は８位、カリウ

ムは４位となっています。現在生産されているものについては、金は生産量が世界で 10 位、ウ

ランは７位となっております。これまで探査されたのはまだ 20%のみであり、非常に大きいポテ

ンシャルがございます。

日本との協力実例ですが、まず JOGMEC との協力についてお話します。2013 年より、ナヴォ

イ州の砂岩型ウラン鉱区において、探査が行われております。2013 年から 2015 年にかけて、既

に全長 3,800ｍの掘削が行われました。今後はプロジェクトシェアリング契約(PSA)に移行する予

定です。ウズベキスタンはこれまで PSA の経験がありませんでしたので新しい投資プロジェク

トのアプローチであるといえます。

レアメタルに関してもチャッカロクラミンレアメタルゾーンにおいて地質探査が行われてい

ます。2013 年に開始し、宇宙からの撮影資料等に基づいて行われており、既にサンプルも採取

されています。  

現在、総額２億ドル規模のプロジェクト 12 件が進行中です。主なパートナーは、JOGMEC、

Rio Tinto、CGNPC、KORES などです。プライオリティの高い分野ですと、テビンブラクにおけ

るチタン・マグネタイト鉱床開発があります。金額にして６億ドル相当ですが、今後段階的に発

展可能です。また、油頁岩鉱床の開発として金額８億ドルのものがございます。黒色頁岩型ウラ

ン鉱床の地質調査・開発もあり、ウランとバナジウムを別々に生産することができます。１億

2,000 万ドル規模のものです。中規模なものですとタングステン、マンガン、タルク、玄武岩、

グラファイト、ミョウバン、ベントナイト等の製造も可能です。 

ウズベキスタンは外国投資家にとって投資環境、法律が整っております。国のサポート、特典、

高水準の労働力かつ安い賃金、インフラ整備、安い電力といったメリットがあります。 

ぜひとも我が国の国家地質資源委員会にご紹介ください。 
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ミルザマフムドフ・ウズキミヨサノアト（化学産業公社）副総裁

「化学工業分野における投資プロジェクトの展望」 

関山会長、ご参加者の皆様、私の方から、ウズキミヨサノアトがどの日本企業とどのような協

力を進めているか、また日本企業に対してどのような期待をしているかご説明します。 

ウズベキスタンは資源が豊富であり、ウズキミヨサノアトではポリマー等の化学繊維の製造を

推進しています。傘下には、無機肥料や合成繊維の製造、研究、デザイン等の組織もございます。 

2006 年に日本の企業としてはじめて三菱商事と協力関係を結びました。これは化学企業に設

備を導入するというものでした。 

現在準備中のプロジェクトは、ウズベキスタンにとって全く新しいものです。メタノールを加

工しオレフィンを作るというものです。ぜひ日本企業に参加していただきたいと思っています。 

また他の中央アジアにないものとして自動車、電子機器の分野で重要な様々なポリマーの生産や

合成洗剤、一般家庭用化学品の生産などが挙げられます。 

日本企業に参加いただいているプロジェクトとしては自動車、農業用のタイヤの生産が挙げら

れます。この分野につきましては日本の企業の方々にぜひ技術コンサルタントとして参加してい

ただきたいと思います。また、ナボイアゾトプラントでの硝酸プラント建設プロジェクトにおい

ても日本企業の参加を期待しております。その他、三菱重工、三菱商事とのプロジェクトでナボ

イアゾトプラントにおけるアンモニア・尿素製造設備の建設があります。日本の金融機関による

融資を期待したいと思っております。また、ナボイアゾトプラントにおけるポリ塩化ビニル、苛

性ソーダ、メタノール生産設備建設プロジェクトもございます。日本企業に対して技術的コンサ

ルタントを期待しております。

またエネルギー効率の高い製造分野においても、日本企業の皆様に入札へのご参加をお願いし

たいと思っております。高付加価値の製造分野の案件に関しても共同で進めていければと思いま

す。日本の大手企業の方々とウズベキスタンから他の国々、東南アジア等への輸出を見込んだ生

産を計画していきたいと思います。国内の化学企業と日本企業との合弁等も見込んで進めていき

たいと思っております。 
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イスマイロフ・ウズエルテフサノアト（電機産業協会）副総裁

「電機産業分野における投資プロジェクトの展望」 

尊敬する関山会長、トリャガノフ次官、ご出席の皆様。 

ウズベキスタン市場は、中央アジアのみならずアジア全体で見ても、規模の大きな市場であり

ます。人口は現時点で 3,100 万人を超えており、家計所得が毎年 10%増加している点も重要なポ

イントです。ウズベキスタンは市場としても着実に成長していると言えます。こうしたこともあ

り、家電を含めた電気製品の需要が年々増えております。ご覧いただいている資料は、国内市場

における製品の需要になります。携帯電話、エアコン、冷蔵庫、テレビなどは国内で生産しては

いるものの全く需要に追いついておりません。 

ウズベキスタンは家電製品を含めたこの需要対象の電化製品生産のための設備が整っており

ます。所得税、資産税、関税、輸入税が免除されますし、ナヴォイ、アングレン、ジザクといっ

た経済特区に入居すると 10 年間関税が完全に免除されます。ウズベキスタンでの製品製造は、

輸出に大きな可能性を有しております。人口 6,000 万人の中央アジア、ロシアを含めた人口３億

人の CIS とも協定を結んでいますので、ウズベキスタン製ということになりますとこの地域にお

いては無関税で輸出可能になります。また、銅、ポリビニル、ポリプロピレン、ポリエチレン、

ケーブル、ワイヤー、ガラスといった原料も国内で調達可能です。何よりも、高いスキルを持っ

た労働力があります。 

こうしたリソースを鑑み、プロジェクトを提案いたします。携帯電話およびタブレット端末の

ウズベキスタンでの製造です。国内市場では年間 300 万ユニットの需要がありますが、現在は

70 万ユニットしか製造できておりません。プロジェクトコストは 1,200 万ドルです。 

 また、コンプレッサーの製造も提案いたします。需要は年間 50 万台、現在は 20 万台の製造に

すぎません。金額は 3,000 万ドル規模になるかと思います。 

次は、エアコン製造です。年間需要は国内だけで 50 万台ですが、現状 20 万台の製造となって

おります。プロジェクト金額は 1,000 万ドルになります。 

また、冷蔵庫に関してもウズベキスタン国内での生産を呼びかけたいと思います。年間需要は

70 万台ですが、現在は 20 万台の製造にすぎません。プロジェクト金額は 1,200 万ドルになりま

す。将来はパソコン、小型モーター、ビデオサーベイランスシステム、スマートフォンデバイス

等の製造も可能です。ご関心のある方は是非とも私達にコンタクトを取っていただきたいと思い

ます。 
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ミルザヒドフ・国家通信・情報化・通信技術委員会議長

「通信分野における投資プロジェクトの展望」 

尊敬する関山会長、トリャガノフ次官、ご列席の皆様。 

本日発言の機会を頂けましたこと大変嬉しく思っております。私ども国家通信・情報化・通信

技術委員会の役割は、情報・通信分野におけるライセンス発給を含む政府監督機関です。電子政

府構築プロジェクトを推進し、ICT 分野の国家プログラムを実施しています。また、通信インフ

ラおよびデータ通信ネットワーク拡充の推進として様々な分野での活動を行っております。

委員会は、IT 企業や情報開発センター、IT 関係の大学などで構成されており、IT 企業とは 1,000

社以上でうちソフト開発企業が 280 社入っております。 

2013 年に国家開発戦略が採択され、国家情報通信システムの開発計画（2014～2020 年）が策

定されました。開発計画に盛り込まれているプログラムは、通信インフラ開発プロジェクトが

17、電子政府開発プログラムが 22、経済関連分野の IT システムおよびアプリケーションのスケ

ールアッププログラムが 86 ございます。 

主要通信インフラ開発プロジェクトですが、光ブロードバンドアクセス通信ネットワークの拡

大、光ファイバー通信網の敷設、ウズモバイルによる高速インターネット通信、３G、４GLTE

ネットワークへの発展、次世代(NGN)技術ベースの交換器の拡大、交換センターの近代化などが

ございます。JBIC や JICA さんなど金融機関に積極的にご参加いただきたいと思っています。ま

た、技術分野でのパートナーとして、NEC、フジクラ、東芝などの様々な企業の方々と協力関係

を進めております。既に完工済の日本企業との共同プロジェクトとしては、通信ネットワーク拡

張、基幹通信ネットワークの増設、地上波デジタル TV 放送の開始とエリアの増設プロジェクト

になります。 

今後の通信分野におけるプロジェクトをご紹介いたします。基幹通信ネットワークと ICT イン

フラの増設プロジェクトで金額は１億 2,000 万ドルです。情報量の拡大を考えております。ファ

イナンシャルは JBIC の協力が予定されております。次に、光ブロードバンドアクセス FTTx 回

線の増設プロジェクトで金額は 4,600 万ドルです。最後のプロジェクトは、データセンターの構

築で金額は 3,000 万ドルです。日本企業の皆様にぜひ積極的にご検討いただきたいと思います。 

尊敬する関山会長、ご列席の皆様、私どものプレゼンテーションによって、日本企業の皆様が

今後の協力関係にご関心を持っていただけるよう念願したいと思います。 
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＜閉会挨拶＞ 

関山護・日本ウズベキスタン経済委員会会長／丸紅㈱副会長 

閉会挨拶 

 本日は多数の皆様のご出席のもと、たいへん実り多い情報交換と積極的な討議が行われ充実し

た会議となりましたことを大変喜ばしく思います。 

ウズベキスタン側の代表者より、電力、石油ガス、鉱物資源、化学、電機、情報通信などさま

ざまな産業分野における投資プロジェクトについてご提案をいただきました。残念ながら今回は

時間の制約もあり、昨年８月の茂木前経産大臣ミッションの一環でタシケントに開催された日本

ウズベキスタン・ビジネスフォーラム時のように日本側のプレゼンに多くの時間は割けませんで

したが、ご提案いただきましたプロジェクトにつきまして、実際のビジネスに結びつくよう積極

的に努力していきたいと思います。 

日本との関係は、ODA をベースに進んでおりますが、やはり限界があり、協力の新しい段階

では民間企業の投資なくして経済の発展はないだろうと思っております。それにはやはり投資環

境の整備が重要です。この件に関しては民間企業とウズベキスタン政府にお願いしたいと思って

おります。 

アジモフ第一副首相閣下、議長代行を務めていただいたトゥリャガノフ次官、ウズベキスタン

代表団の皆様、日本ウズベキスタン経済委員会会員企業の皆様、そしてご参加企業の皆様のご協

力に対し、心より感謝申し上げます。 

次回、第 13 回合同会議は、ウズベキスタンで開催することになりますが、それまでに、双方

でプロジェクトの実現に向けて真剣に取り組み、成功例を見出していきたいと思います。 

両国間の経済関係のさらなる発展を祈念し、第 12 回日本ウズベキスタン経済合同会議を閉会

させていただきます。 
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＜文書調印＞ 

第 12回日本ウズベキスタン経済合同会議において署名された文書一覧 

（当日調印順）   

１．第 12 回日本ウズベキスタン経済合同会議議定書 

締結者： 関山 護・日本ウズベキスタン経済委員会会長 丸紅株式会社副会長 

アジモフ・ウズベキスタン日本経済委員会会長

ウズベキスタン共和国第一副首相兼財務大臣

2. ナヴォイ肥料プラントに関する合意書

締結者： 三菱重工業株式会社 エネルギー・環境ドメイン 営業総括部

プラント営業部長 鈴木 宏悦 

三菱商事株式会社 プラントプロジェクト部長 鈴木 秀彦 

ウズキミヨサノアト ミルザマフムドフ副総裁

JSC ナヴォイアゾット ジャマロフ会長 

3．ウズベキスタンにおける既設発電プラントの運用・維持管理における協業に関する覚書 

締結者： 三菱日立パワーシステムズ株式会社 サービス戦略本部 

執行役員 サービス戦略本部長 河相 健  

 国営株式会社ウズベクエネルゴ バシドフ総裁 

4. 通信情報技術国家委員会と日本電気株式会社との間の ICT 分野の情報共有に関する覚書

締結者： 日本電気株式会社 海外ビジネスユニット 理事 池野 昌宏 

  国家通信・情報化・通信技術委員会 ミルザヒドフ議長 

5. ウズインフォインベストと株式会社東横インとの「ウズベキスタン国内におけるホテル

建設の可能性基礎調査」に関する協力の覚書

締結者： 株式会社東横イン 執行役 鹿野 忠男 

ウズインフォインベスト クドラトフ総裁

その他、１件 


